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は	 じ	 め	 に  
	

	 第４７回衆議院議員総選挙は、平成２６年１１月２１日に衆議院が解散され

たことに伴い、同年１２月２日に公示され、１２月１４日に執行された。また、

第２３回最高裁判所裁判官国民審査が同時に行われた。 
	 今回の総選挙は、首相の突然の解散表明から投票日まで約３週間と準備期間

がたいへん短かったことに加え、いわゆる「０増５減」のもとで、本県の小選

挙区の数が３から２に減少した中で執行される初めての選挙であったことから、

選挙の管理執行に万全の体制で臨むとともに、区割り改正の周知や投票総参加

の呼びかけを行った。 
	 特に本県では、若い有権者に対する啓発を重点事項に掲げ、日ごろから選挙

啓発活動を行う若者グループである福井県明るい選挙推進青年活動隊（CEPT）
と協力し、従来から実施してきた啓発活動に加え、コンサートやライブ会場な

ど若者が集まるイベントにおいて投票を呼びかけた。 
また、本県の２小選挙区には６人が立候補し、激しい選挙戦が展開されたも

のの、県内小選挙区の投票率は戦後最低の５０．００％となった。 
そして、選挙翌日には全国的にいわゆる「一票の格差」選挙無効訴訟が提起

され、同様の訴訟が県内２小選挙区でも提起された。 
寒い時期での選挙ではあったが、特に大きな問題もなく円滑に選挙を執行す

ることができたのは誠に幸いである。第一線で投開票をはじめとする各種事務

に携わられた市町の選挙事務関係者の方々および明るい選挙の推進に格別の御

協力をいただいた明るい選挙推進協議会をはじめとする諸団体の方々に、深く

感謝の意を表する次第である。 
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